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三 新型コロナウイルス感染症対策の実施に関する重要事項 

（３）まん延防止 

２）催物（イベント等）の開催制限 

また、スマートフォンを活用した接触確認アプリについては、世界各国の公衆

衛生当局において開発と導入が進められているところ、我が国においても導入が

検討されており、接触率の低減、感染の拡大防止に寄与すること等を周知する。 

３）施設の使用制限等（前述した催物（イベント等）の開催制限、後述する学校等を

除く） 

② また、感染拡大の防止にあたっては、早期の導入に向けて検討を進めている接触

確認アプリを活用して、施設利用者に係る感染状況等の把握を行うことも有効であ

ることを周知する。 

６）緊急事態宣言解除後の都道府県における取組等 

（催物（イベント等）の開催） 

・ 催物等の開催にあたっては、その規模に関わらず、「三つの密」が発生しない席

配置や「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、催物の開催中や前後における

選手、出演者や参加者等に係る主催者による行動管理等、基本的な感染防止策が講

じられるよう、主催者に対して強く働きかけるとともに、参加者名簿を作成して連

絡先等を把握しておくことや、導入が検討されている接触確認アプリの活用等に

ついて、主催者に周知すること。 

８）クラスター対策の強化 

⑤ 政府は、個人情報の保護及びプライバシーに十分配慮しながら、スマートフ

ォン開発会社が開発しているアプリケーションプログラミングインタフェース

（ＡＰＩ）を活用した接触確認アプリについて、接触率の低減及び感染の拡大

防止に寄与すること等の国民理解を得つつ、新型コロナウイルス感染者等情報

把握・管理支援システム（ＨＥＲ-ＳＹＳ）及び保健所等と連携することにより、

より効果的なクラスター対策につなげていく。 


